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第16回消防防災研究講演会
−東日本大震災を受けての消防防災研究−

消防研究センター

[主　催]	 消防庁 消防研究センター
[日　時]	 平成25年２月１日（金）
	 10:00〜16:50
[会　場]	 消防研究センター　本館大会議室（3階）
	 東京都調布市深大寺東町4-35-3
[参加費]	 無料
[定　員]	 200名程度
[プログラム]（予定）
【開会】	 10:00〜10:15
	 挨拶：松原美之（消防研究センター 所長）
	 趣旨説明：座間信作（消防研究センター）
【消防活動】	10:15〜11:45
①「大規模災害時の消防職員の活動のあり方」
	 井上元次（消防庁消防・救急課）
②「東日本大震災における消防団活動」
 山田常圭（東京大学消防防災科学技術寄附講座）

③「大規模災害活動時の防火服内衣服の水濡れが引き
起こす危険性について」

	 森井統正（消防研究センター）
【昼休み・実演・所内施設見学】11:45〜13:30
④「（説明・実演）津波浸水域用の消防車両開発」
	 久保田勝明（消防研究センター）
【危険物施設】13:30〜14:30
⑤「長周期地震動と石油タンクのスロッシングに関す
るいくつかのこと」

	 座間信作（消防研究センター）
⑥「石油コンビナート等の防災対策」
	 渡辺剛英（消防庁特殊災害室）
【火災】14:30〜16:00
⑦「東日本大震災に関連して発生した火災に関するア
ンケート調査の経過報告」

	 鈴木恵子（消防研究センター）
⑧「震災廃棄物の自然発火」
	 岩田雄策（消防研究センター）
⑨「太陽光発電システムが設置された住宅の火災」
	 田村裕之（消防研究センター）
【休憩】	 16:00〜16:15

前回の消防防災研究講演会では、「消防の視点から見た東北地方太平洋沖地震」と題して、先ず東日本大震災の際
に何が起こったのかをきちんと後世に残すことに重きを置いた調査結果について報告いたしました。今回は、前回報
告できなかった調査結果及び調査結果を踏まえた震災時消防活動や震災関連で顕在化した課題等についての検討結果
について紹介し、今後の震災対応のあり方を議論する予定です。

【総合討論（質疑応答）】16:15〜16:45
【閉会】	 16:45〜16:50
挨拶：山田 實（消防研究センター 研究統括官）
＊昼休み時間に消防研究センター施設見学会を行いま
す。（希望者のみ。定員50名。約40分間）

[申し込み方法]
次の5項目を明記の上、件名を「講演会参加」として
電子メールにてお申し込みください。
（１）住所（都道府県のみ）
（２） 所属
（３） 氏名（複数名でお申し込みの場合は代表者氏名）
（４） お申し込み人数
（５） 施設見学会への参加の有無（「有」の場合は、参
加申し込み人数）

申し込み先　E-mail: kouen16@fri.go.jp
※電話・FAXでのお申し込みは受け付けません。
[申し込み期間]
平成24年12月17日（月）正午〜 平成25年１月11日（金）
※定員数になり次第、締め切らせていただきます。
※上記期間外の申し込みは無効となります。
なお、お申し込みいただきました場合、ご参加の可否
を返信いたします。
参加券等の発行はいたしません。
事務局からの返信をもちまして、ご参加いただけるこ
との確認といたします。
お申し込み後１週間経っても返信がない場合は、お手
数ですが下記へお問い合わせください。

[問い合わせ先]
　消防研究センター　研究企画室
　E-mail: 
　TEL: 0422-44-8331（代表）

※詳しい情報については消防研究センターホームページ
をご覧ください。
URL: http://www.fri.go.jp/


